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彩の国カップを制したのは、東京国際大学

「天皇杯JFA第105回全日本サッカー選手権大会」開幕

埼玉県スポーツ協会創立100周年記念式典

「2025年はフェイズ2へ」～山﨑茂雄FAコーチに聞く技術委員会の今

シニアサッカーの今、そして埼玉県シニアサッカー連盟のこれから

フェアプレー・規律委員会より 登録チームすべてに「クラブ・ウェルフェアオフィサー」配置を目指して

大会記録●県内大会　社会人

大会記録●県内大会　2種高体連・３種・４種

大会記録●県内大会　女子　大会記録●県外大会 1種・４種

大会記録●県外大会　４種・女子・フットサル

● 1

　４月27日、埼玉スタジアム第 2 グラウンドにおいて、「2025
年度彩の国カップ 第 30 回埼玉県サッカー選手権大会」( 天皇杯
JFA 第105回全日本サッカー選手権大会埼玉県予選）が開催され
ました。
　社会人連盟会長杯の覇者であるアヴェントゥーラ川口（県リーグ 1
部）と、大学代表の東京国際大学体育会サッカー部（関東大学リー
グ 1 部）が対戦し、2−0 で東京国際大学が勝利し、「天皇杯 JFA 
第105回全日本サッカー選手権大会」の埼玉県代表となりました。

彩の国カップを制したのは、東京国際大学

「天皇杯JFA第105回全日本サッカー選手権大会」開幕

埼玉県スポーツ協会創立100周年記念式典

　5月２４日、２５日と全国各地で「天皇杯 JFA 第１０５回全日本サッ
カー選手権大会」1回戦が開催されました。
　埼玉県代表の東京国際大学は、1−9 で福島ユナイテッド FC（福
島県代表・J3）に敗退。また、RB 大宮アルディージャは筑波大学（茨
城県代表）に 0−1に惜敗となりました。
　なお、浦和レッズは4 回戦（8/6）からの出場となります。

2月23日、埼玉会館にて
「（公財）埼玉県スポーツ
協会創立100周年記念式
典」が開催されました。サ
ッカーを代表して横山謙三
前会長と安藤梢（三菱重工
浦和レッズレディース）選
手が特別表彰を、19名の
方々が功労者表彰を受け
られました。おめでとうご
ざいます。 大野県知事より表彰状を受け取る横山謙三前会長東京国際大学

優勝　東京国際大学 東京国際大学 vs アヴェントゥーラ川口

5月25日　とうほう・みんなのスタジアム
	 福島ユナイテッドFC	 9−1	 東京国際大学
得点者（東京国際大学分のみ）:15分	古谷	柊介

5月25日　ＮＡＣＫ５スタジアム大宮
	 RB大宮アルディージャ	 0−1	 筑波大学

※写真提供／東京国際大学

4月27日　埼玉スタジアム第2グラウンド
　アヴェントゥーラ川口　0−2　東京国際大学体育会サッカー部
得点者 :23分	齋藤	晴、90＋3分	青木	空斗
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国スポを振り返る
——2月の技術委員会で「フェイズが変わった」「次のフェイズに移
行した」という発言をされたのが印象的でした。今回はすでにスタ
ートしている2025年の取り組みを伺いたいと思いますが、最初は
昨年度の国スポについて、山﨑さんなりに振り返っていただけますか。
山﨑　初の「国スポ」というタイミングで、久しぶりに３カテゴリー
が出場してくれたことは喜んでいます。簡単な振り返りになりますが、
まず成年女子については東洋大学さんにお願いして、石津さん（遼
太郎氏）を始め、スタッフの皆さんがいろいろなチャレンジをしてく
れたことは、我々にもいい影響を与えてくれました。リーグ戦（関東
大学女子リーグ）もある中、なでしこリーグのチームと対戦し、「国
スポの中で成長していこう」というのを感じました。日程的には大変
だったと思うのですが、チームとしても個人としても、その先にある
目標・目的がはっきりしていましたから、外から見ていても「安定感」
がありました。
　少年男子については、U13 から持ち上がってくれた上田さん（健
爾氏・細田学園）にお願いしました。関東ブロック大会を勝ち切った
ことでチームとして成長してくれたと思います。また、JFAフィジカ
ルフィットネスプロジェクトの菅野さん（淳氏／ U-20 日本代表フィ
ジカルコーチ）をお招きして、研修会を行ったのが変化をもたらしま
したね。プレーヤーのコンディショニング管理を通じて、スタッフ間
のリレーション、送り出してくださっているチームとのリレーション
が積極的に行われるようになりました。「チームとして」ではなく「プ
レーヤー個々に応じて」コンディショニングを考えられるようになっ
たのは大きいと思います。これも、昨年各地で話をした「目的から
の逆算」でしたね。
　少年女子は、石塚（智之氏・アスレンテ加須）さんが、チームマネジ
メントのところで一生懸命取り組んでいたのが印象的でした。
——今年は滋賀大会です。
山﨑　成年男子は大学生中心でチームを作ることになりました。先
日、選考会に顔を出した際、監督をお願いしている星野さん（泰正氏・
尚美学園大学）などスタッフと話をしましたが、若いチームになりそ
うだと聞きました。ぜひ、ポテンシャルを感じさせてほしいですね。
　関東ブロック大会でも、本大会でも他県から JFL のチームを中心
にした選抜チームや、JFL を目指す地域リーグのチームの選抜チー
ムなどと対戦します。特に本大会は、プロも含めていろいろなチー
ムの関係者がやってきます。選ばれた皆さんには、チャンスだと思
って取り組んでほしいですね。
　少年男子は、山田さん（純輝氏・川口市立高校）です。以前一度就
任してもらいましたが、コロナで大会そのものが中止になりました
から、今回に向けた意気込みはあると思います。U13 から関わって
もらいますから、4 年目の集大成です。彼の指導の中では「SFA フ
ットボールフィロソフィー」が脈々と流れていますが、彼は彼で自分
なりのサッカー観を持っていますので、関東トレセンリーグの1、2
節は、かなり選手が入れ替わりました。これはラージグループへの
刺激とスタッフ間の価値観の共有とリレーションスピードの研鑽の場
にして欲しかったからです。3 節からは限られた時間で「闘う集団」
に作り上げてほしいと願っています。RB大宮アルディージャから渡
部さん（大輔氏）が加わってくれました。渡部さんからどんどんアイ
デアが出てきてくれるといいですね。

　そして少年女子は、齋藤さん（雅
人氏・NTT 東日本）にお願いする
ことになりました。大宮アルディー
ジャ VENTUS のアカデミーダイレ
クターと U18 監督を兼務されてい
たこともあり、女子サッカーへの
理解も高く、非常に期待しています。
彼の経験、取り組みが、すでにス
タッフにも刺激になってようです。
また、「SFA フットボールフィロソ
フィー」を読み込んで、トレーニン
グに活かしてもらっているのはあり
がたいです。
　山田さんとか斎藤さんとか、「SFA フットボールフィロソフィー」
への理解者がだんだんと増えていることが実感できており、それが

「次のフェイズに入った」実践期への移行という感じがするのです。
——「理解」ですか？
山﨑　「共感」かもしれませんね。そう、本質的なものへの「共感」。
どのカテゴリーで指導するにおいても、同じように……例えば「ポ
ジションを取るようにしましょう」という話をしています。U12 より
も U16 が高度なことをしているということではなく、年齢関係なく

「Fundamental」は必要です。8人制だろうと11 人制であろうと、
フットボールはフットボール。そういう全体像が見えてきた中で、感
じることができるものかなと思っています。

３種の4 地区トレセンを改善
——今年度の国スポに関わる話がいくつかあると思います。
山﨑　まずは選手交代が自由になるということですね。これまでも
少年女子では採用されていましたが、今年からは成年男子、少年男
子でも採用されることになりました。本大会になると連戦が続きま
す。限られた登録人数の中、プレーヤーのコンディションも考えると、
いい変更だと思っています。
　もう一つは県内の話ですが、U16 の 4 地区トレセンを廃止しまし
た。これは、来年度から関東ブロック大会がこれまでの 8 月から 6
月開催となります。チームづくりのスケジュールが大きく変わる中、
春先から地区トレセンを行っても、県トレセンへの合流は難しいと
考えてのことです。
　ただ、逆にこの後でも繰り返すと思いますが、4 地区トレセンを
担当してくれた高体連の指導者の皆さんに 3 種年代の地区トレセン

「2025年はフェイズ2へ」
〜山﨑茂雄 FAコーチに聞く技術委員会の今
2022年、技術委員長に田中龍太郎氏（大宮南高校）が就任し、同時にFAコーチとして山﨑茂雄氏が着任し、今年4年目を迎
えます。山﨑 FAコーチは、この4年目を「次のフェイズに移行した」と捉えているそうです。実際、2025年に向けてさらに大
きな変化、改革を進めていく技術委員会の取り組みを伺いました。　　　（聞き手・構成／荒川裕治【広報・技術・女子委員】）

県クラブユース連盟研修会

山﨑茂 雄 FA コーチ
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へのサポートをお願いすることにしました。県トレセンはもちろんで
すが、地区トレセンにもいいプレーヤーはいます。もっと多くのプレ
ーヤーにいい刺激を与えられる環境を整えたいと考えています。
——その3種トレセンへは大きなテコ入れを行うことにしましたね。
山﨑　3 種……U15 U14 U13 のトレセンダイレクターとして、これ
まで長く U16 のトレセンダイレクターだった大森さん（健司氏・草
加高校）にお願いすることにしました。3 種から 2 種、U16 にどう
つないでいくのかというのも課題ではありましたので、種別のこと
は種別に任せるではなく「Whole SAITAMA」で取り組もうじゃな
いかという考えからです。
——国スポへの「道筋」を改めて構築する必要もありました。
山﨑　そうです。大森さんを支えるサブダイレクターには、もともと
U13 のダイレクターだった県クラブユース連盟の技術委員長の清野
貴之さん（FC CORUJA）と県中体連技術部長の白倉裕三さん（川
口・幸並中）に入っていただきました。大森さんと各カテゴリーのリ
ードコーチをつなぐテクニカルダイレクターとして、県クラブユース
連盟技術委員でこれまでも長くトレセンに関わっていただいた馬場
さん（茂氏・朝霞 ESTRELA・Jr ユース）に入っていただきました。
この 4 名でマネジメントしてもらうことにしました。
　また、今まで以上に、県中体連と県クラブユース連盟との関係性
をよりよくしていきたいと考えています。県中体連とは、毎年 5 月
に県中体連が主催する指導者講習会の講師をさせていただいていま
す。県クラブユース連盟とは、この 2 月に初めて研修会に呼んでい
ただき、「SFA フットボールフィロソフィー」の紹介をしたところ「近
いうちに 2 回目を」という声もいただきました。
　さらに今年度から、地区トレセンへ「SFA フットボールフィロソフ
ィー」を落とし込んでいきたいと考え、4月から5月にかけて、4 地
区で「地区リードコーチ研修会」を行いました（9 月にも開催予定）。
これまでは SFA フットボールセンターに集まってもらっていました
が、4 地区の高校にご協力をいただき、会場提供とプレーヤーに参
加してもらっての開催ができました。郡市トレセンのスタッフの方た
ちも見学に来ていただき、1 回目としては大きな手ごたえを感じて
いるところです。また、先程お話した地区トレセンのスタッフに参加
してくれる高体連の皆さんも集まってくれたことで、研修会の場がス
タッフの顔合わせの場になったという地区もありました。
——同じ地区でも、中体連、クラブ、高体連の皆さんの交流はなか
なかないようです。こういう場があって、皆さんが繋がってくれてそ
の地区を盛り上げていってくれるといいですね。
山﨑　今の地区トレセンは中体連の皆さん中心にお願いしています
が、中体連の皆さんと高体連の皆さんが連携して、それぞれの視点
で多感な年代のプレーヤーたちに関わってくれるようになると状況は
更に変わってくると思います。
　また、この地区トレセンを活用して、リフレッシュ研修会も開催し
たいと計画しています。今年度は南部だけですが、これが試金石と
なって他地区でも同様に開催できれば、ライセンスの失効は少なく
なると思っていますし、さらに上級ライセンスを取得したいと思って
もらえればと願っています。

4 種、そして女子
——「SFAフットボールフィロソフィー」の浸透度と言えば、4種が
頭一つ抜けていると感じています。4種に関しては、県トレセンはも
ちろん、4地区のトレセン開催日が異なるため、山﨑さんはほぼす
べての活動に参加されていますね。
山﨑　私だけでなく、4 地区のトレセンスタッフの一人が県トレセン
のスタッフを兼ねているので、少しずつですが理解してくれるように
なり、4 地区へ落としつつあります。U12トレセンダイレクターの
鳴島さん（吉和氏）は「今年は郡市トレセンにも落とし込みたい」と
意気込んでくれています。ありがたい話です。
　様々な研修会でも U12 の試合を見ていますが、いい成長を遂げ
てくれています。ゲームの中で変わっていくのがわかるんですね。そ
れは埼玉のプレーヤーたちのポテンシャルは高いというのもありま
すが、この 2 年間は U12 リードコーチだった石亀さん（晃氏・RB
大宮アルディージャ スクールマスター）と、U12 アシスタントコーチ
としてコンビを組んでくれた吉野さん（雅大氏・浦和レッズジュニア
ユース U13 コーチ。今年は U13トレセンのアシスタントコーチに）
が的確な指導をしてくださいました。感謝しています。プレーヤーだ
けでなく、スタッフの皆さんにもいい影響を及ぼしてくれました。
　今年度からは、浦和レッズの権藤さん（勇介氏・アカデミーセンタ
ー スカウト）に U12 リードコーチをお願いしています。スタッフ間
でのコミュニケーションを含めて、期待しているところです。
——女子についてはいかがでしょうか。
山﨑　国体に少年女子を加えるというところから女子の育成は始ま
りました。男子と違って、WE リーグのクラブが 3 つあるということ
から、強化会議も WE クラブの皆さんに集まっていただき、その中

U16トレセン 4 地区リードコーチ研修会

県リードコーチ研修会

U16 女子トレセン
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で「育成をどうするか」という議論を重ねてきました。
　すぐにでもアンダーの代表に入っていくくらいの優秀なプレーヤー
が多くいる中で、スタッフの質、トレーニングの質を高めていく必要
があることを考えると、スタッフのマネジメントが重要になってきて
います。
　今回、齋藤さんに U16リードコーチ、少年女子監督をお願いして
いますが、いいお手本になってくれると思っています。ぜひ、今関わ
ってくれているスタッフの皆さんには、様々なことを吸収していって
ほしいものです。
　また、今年から女子トレセンの活動を理解してもらうためにも、
Instagram を中心に広報力アップを期待しています。プレーヤー、
スタッフのやる気が上がってくれれば、よりよい活動になると思って
います。

指導者養成の改革
——Facebook もやっていますが、Instagram の浸透度はすごいで
すね。フォロワーがどんどん増えていってくれています。こちらも期
待に沿えるよう、がんばっていきたいものです。
　さて、ここまでは強化・育成の話でしたが、ここからは指導者養
成の話をお願いしたいと思います。まず、大きな変化というと、「級」
から「ライセンス」と名称を変わったことでしょうか。
山﨑　それもありますが、やはり中身が変わりました。C ライセンス
でも D ライセンスでも、この数年で少しずつ「SFA フットボールフィ
ロソフィー」の内容を取り入れてもらうようになりました。
　最初はウォーミングアップの中で取り組んでもらいましたが、今で
は 3 対 3 などをコンテンツの中に組み込んでもらっています。JFA
からは 47FA で埼玉ならば埼玉らしさを活かした独自の方針を立て
ていいという見解を受けて、SFA としては、基本的な内容を整えつ
つ、チューター一人ひとりの資質向上も目指しているところです。
　今年度大きく変わったのは、D ライセンス講習会を 2 日間に戻し
たことです。昨年度振り返りで、JFA の求める内容と埼玉の C ライ
センスコースへの重点施策という観点からあらためて 2 日間開催を
設定しました。具体的な内容としては、初心者向けのキッズリーダー
コース、C ライセンスを目指してほしいという思いから、リフレッシ
ュ研修会を体験できるコースも用意しました。参加者の皆さんのニ
ーズに合わせて、コースを選んでいただければと思っています。また
日程調整中ですが、大学の施設をお借りして、地域開催も予定して
います。随時、情報をオープンにしていきたいと考えています。
　あと、リフレッシュ研修会に関しては、今年度も立教大学の沼澤
秀雄教授にお願いするコースも用意しています。また、今年度は南
部だけの取り組みになりますが、南部トレセンの場でリフレッシュ研
修会を行う計画もあります。秋以降の開催予定ですが、トレセンを
見学してもらい、トレーニング、紅白戦を通じてディスカッションを
行いたいと思っています。その中で「SFA フットボールフィロソフィ
ー」の理解を高めていただければいいなと。やはり、こちらから地域、
地区に出ていくことが今年は大きな取り組みとして捉えています。
　今までだと、すべて私が関わるようにしていましたが、現在は、
山本チーフチューター（大氏・日本大学）が中心となって、BCD ラ

イセンス運営の組織づくり、指導者の資質向上へ向けて、大きな変
化を創り出そうとしてくれています。こういう流れも「フェイズ 2」に
なったと思わせてくれるところです。
——SFAフットボールセンターだけでの開催ですと、「行きづらい」
という声もあります。会場さえ用意していただければ、チューターの
皆さんの都合にもありますが、なんとか地域開催を広げていきたい
ものです。チューターの数ももっと必要ですね。
　あと他にはいかがでしょうか。
山﨑　A ライセンスのトライアルは種別の人数制限を外しましたの
で、これからは自己推薦で応募してもらえることになります。とはい
え、県からの推薦を受けた人には一人でも多く関東でのセレクショ
ンを突破して、JFA の講習会に参加してほしいと願っています。そ
のためには A ライセンスを目指す皆さんには、今以上に資質向上を
お願いしたいものです。
　B ライセンス講習会に関しては、平日コースも定着してきた感があ
ります。一度「B ライセンス ワークショップ」を受講していただく必
要はありますが、C ライセンスの皆さんにはもっと積極的に挑んで
ほしいですね。
　あと、県内でも GK L-1、フィジカルフィットネス C ライセンスの
参加が可能になりました。指導者としての視野を広げるためには、
これらの参加をお薦めします。
——SFA 公式ウェブサイト、技術委員会ホームページで情報発信も
しています。興味を持っていただければ幸いです。
山﨑　いろいろと改善を進めているものの、まだまだこれから、と
いうことが多いのが実情です。特にチューターの人材発掘と育成は急
務です。また、トレセン、指導者養成など活動そのものを理解してい
ただくためにも、同時に担当してくれているスタッフ、チューターのた
めにも広報活動をより一層活発化させる必要性があると思っています。
　合わせて、謝金も他県並みとしていくなど「脱・ボランティア」を
事務局と共に進めていかなければなりません。2 月の全国技術委員
長会議では「マネタイズ」が討議テーマとして取り上げられました。
活動するためには資金は必要であり、少子化が喫緊の課題となる中、
どのように捻出していくのか。プレーヤーを第一に考えながら、関
わってくれる指導者の皆さんが夢や目標を持てる環境も必要です。
　いろいろある課題を一つずつ解決しながら、よりよい活動をして
いきたいものです。よろしくお願いいたします。
——「脱・ボランティア」に関しては、少しずつですが改善しつつある
ように思えますが、時代の流れや他都県の状況を鑑みながら前に進
む必要があるかと思います。とはいえ、活動そのものは「フェイズ 2」
となり、多くのスタッフが関われば関わるほど、より活発化していく
のは明らかです。埼玉の子どもたち、プレーヤーたちのためにはもち
ろんですが、日本のサッカーのためにも足踏みは許されないでしょう。
ありがとうございました。
※なお、「JFA テクニカルニュース」127 号にて、「47FA コーチ（技
術担当専任者）便り」埼玉県 FA　種別を越えた体系的地域育成〜
Whole SAITAMA 〜が掲載されています。 合わせてご覧ください

（ただし、サッカー指導者またはフットサル指導者の資格をお持ちで
JFA ID と紐づけが完了されている方のみ閲覧可能）。

C ライセンス講習会 技術委員会
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樫村氏は「兄貴」「改革者」
——今回はよろしくお願いいたします。まずは昨年お亡くなりになら
れた、県シニア連盟会長で SFA 理事でした樫村憲二さんにお悔や
みを申し上げます。最初にお二人から、樫村さんへの追悼を込めて
思い出をお聞かせいただけますか。手計さんからお願いします。
手計　私は樫村さんの隣に座って、一緒にシニア連盟を運営してき
ました。なんといえばいいのでしょう。樫村さんの求心力は、他の
方とは異なっていて……異質というか（苦笑）。でもすごく見習う点が
多くて、私にとっては良き「兄貴」でした。
　樫村さんが理事長（のち会長）になられてからは、シニア連盟の
中でいろいろなことで変化がありました。そのやり方に関しては賛
否両論がありましたが、全国的に見たら間違ってはいなかったと思
っています。埼玉のシニアのレベルを上げていかないと、近県に置
いていかれてしまうというメッセージがありました。ですから、樫村
さんが急逝されたことは埼玉にとっては大きな損失ですし、関東サ
ッカー協会のシニア委員会でも副委員長をやられていましたので、
関東としても大きな損失ですね。
　ただ、まだ亡くなったという感覚がないんですよ。私の中では。
——ありがとうございます。確かに実感がないですね……小高さん、
いかがでしょうか。
小高　樫村さんは「改革者」だったと思います。全国レベルの意識を
私たちに浸透させることで改革を実践されました。確かに、ときに
は強引な面もありましたが、根底には「プレーヤー・ファースト」を
考えてくれていたと思います。今振り返ると、改めてそう実感します。
　本当に厳しい方でした。逆に「どうしてそこまでボランティアのサ
ッカーに情熱を持てるのだろう」と思ったこともありました。
　例えば、落雷の対応。選手の命を守ることに関しては、徹底して
いました。「起こってからでは遅い」という信念で、対応を徹底され
ていました。その姿勢からは多くを学びました。今回改めて思うこと
は、そういう姿勢を受け継ぐことの必要性を強く感じています。
　そして、その情熱や取り組みが、例えばオーバー 40 の全国大会

（JFA 全日本 O−40 サッカー大会）で FC. 西武台が優勝するとい
う成果にもつながったのだと思っています。試合の運営だけでなく、
試合のレベルも確実に向上しています。
　本当に惜しい方を亡くしました。
——ありがとうございます。
　さて、シニア連盟の現状とこれからです。ただ、その前にお二人
からもお話がありましたが、またこれまでも樫村さんから聞かせて
いただいていた、全国的なシニアサッカーの盛り上がりというか、レ
ベルの向上についてお聞かせください。この盛り上がりに、埼玉が
乗れているのか、乗れていないのでしょうか。

選手層の厚さ、レベル向上
手計　この数年、毎年のように埼玉のチームが全国大会に出場して
くれるようになりました。そのおかげで全国大会の視察をさせても
らっています。
　ちょっと昔と大きく違うのは、まず選手層がすごく厚くなっている
こと挙げられます。それも、ただ選手層が厚くなっているだけではな
くて、そのチームにいる選手の誰が出場しても、同じレベルのサッ
カーをやれるようになっているということです。
　次に樫村さんが話をしていましたが、ここ 5、6 年の中でシニア
の選手がすごく走れるようになったと。単に走っているのではなく、

全力疾走する回数が増えているん
ですよ。O−40、50 はもちろん、
70 の人たちも。本当よく走るんで
すよ。進歩しているんです。
　そして 3 点目としては、シニアの
大会は 1日 2 試合やります。県代
表になって、関東大会に出場する
と、グループリーグ 3 試合、トー
ナメント1 試合を 2 日間で行いま
す。全国大会に行って決勝に行くと、
だいたい 3 日間連続です。
　ですから例えば、選手交代は積
極的に行いますが、だからと言ってプレーの質は落とさないわけで
す。フル出場しているのは GKくらいで、チームとして戦略的に取り
組まないと勝てないレベルに来ています。
　あと、近年はどの県にも元 J リーガーという方がいます。対戦相
手のチームとしては、そういう選手を相手にドリブルでかわしたり、
競り勝ったりと一緒にプレーすることがモチベーションになっていま
すね。また同時に、元 J リーガーが入ることで競技レベルは益々上
がってきています。
小高　エンジョイと競技志向と分かれてきているという話を耳にし
ます。ここ10 年で、競技志向の選手が増えていると実感しています。
　私がシニアに入った当初は、シニアサッカーというと「おじいさん
が楽しむもの」というイメージあり、ほぼエンジョイ目的で楽しんで
いらっしゃるんだろうなと思っていました。
　ところが、各カテゴリーに関東大会があって、その先に全国大会
があるじゃないですか。皆さん、それを知ると自然とその大会を目
指すようになるのですね。ですから、結果的に競技性が高くなり、
レベルも上がっていくのだと思います。さらに、昔憧れていた選手
と一緒にプレーできるとなると、それも楽しみの一つです。皆さん、
真剣に、そして楽しんでプレーされています。
　さらに、「走る」という話が出ましたが、皆さん健康に気を使われ
ており、自主的にトレーニングしている方も多いです。なんだか全
体的には、以前よりも若返っている印象があります。

全国大会が身近な存在に
——そういう全国の盛り上がりが、埼玉にはどのように影響している
のでしょうか。
手計　例えば、O−40 だと1 部リーグは、やはり競技性が高いでし
ょうか。2 部リーグだと1 部を目指すチームと現状維持を楽しもう
というチームが同居して、3 部も上を目指すチームと思いきり楽しも
うというチームですね。ただ、結果として昇降格がありますので、そ
ういう住み分けを意識しているのではないのですが、結果としてそ
ういう方向に行っているような気がしています。
　少し前までは、強いチームが固定化されていたのですが、それが
少しずつ崩れていき、いろいろなチームが関東大会に出場するよう
になりました。すると、関東大会から戻ったチームの選手に話を聞
くと「こういうサッカーも楽しいよね」というんですね。真剣にプレ
ーするのも楽しいということです。「また出たい」という気持ちが、「も
うちょっと頑張ろうよ」とさせるみたいですね。
　全国的に見ると、関東のレベルがとにかく高く、埼玉のレベルも
高いと思います。登録チーム、登録選手も多いので全国大会におけ
る関東の枠は多いので「がんばれば、全国に行ける」なんです。ニ

シニアサッカーの今、そして埼玉県シニアサッカー連盟のこれから
近年、県シニア連盟をけん引してきた樫村憲二氏が昨年１１月に急逝されました。謹んでお悔やみを申し上げます。登録者が増
え続けている「シニアサッカー」の現状を踏まえて、県シニア連盟のこれからを伺いました。（聞き手・荒川裕治）
参加者／埼玉県シニアサッカー連盟	副会長　手計達也氏・埼玉県シニアサッカー連盟	副会長　小高欣一氏

手計達也氏
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ンジンがぶら下がっているような感じですが、一度味わうと「本当に
がんばろう」と変わるんですね。
小高　手計さんがほとんど言ってく
ださいました（笑）。例えば、O−40
で全国優勝した FC. 西武台さんが
リーグ戦に戻ってきたときは、盛り
上がりましたね。「今、西武台に勝
ったら、俺たちの方が強いかも？」
と楽しんでいる人もいました。こう
した活性化は非常に良いことだと
思います。また全国大会が身近な
ものに感じられるようになることは
良いことだと思います。
　あと、やはり一番強いのは東京
です。その東京のチームと練習試合をしたり、情報交換したりとい
った関係もあります。地理的に近いこともあり、東京の影響を受け
て埼玉も良い方向に進んでいると感じます。

連盟の「改革」とその方向性
——東京のチームで埼玉の選手が多くプレーしているという話も聞き
ます。高校つながりや大学つながりを考えると当然ですよね。
　そういう現状を踏まえて、遅くなりましたがシニア連盟の現状とこ
れからです。先程のお二人のお話を伺うと、樫村さんの改革をどう
継承していくかでしょうか。
手計　樫村さんが手がけてくれて変わった部分もあれば、まだ途中
という部分もあります。「改革」と言いましたが、完全に終わってい
るわけではありません。これは未来永劫、自分たちでよくしていか
なければならないと思っています。
　また、我々は役員といえでも、1プレーヤーでもあります。試合
運営をするにも、「選手にとって、もう少しいい方法があるんじゃな
いか？」と思っています。そのためには現場に行かないとわからない、
つかみきれないというのがあります。シニアの皆さんから直接話を
しながら、進めているところです。
　現在、O−50 に所属していますが、O−40 を見ながら、これか
ら私たちが向かう、O−60、O−70 にも足を運ぶ必要があると思
います。どうすれば、歳を重ねる中でプレーを続けやすくなるのか。
確実に上のカテゴリーのチーム数は増えていきます。我々の世代が
そのまま上に上がっていくことを仮定すると「受け皿」をしっかり作
っておかなければなりません。この課題こそ、樫村さんがやり残し
た部分というか、ほぼ手を付けられなかったことです。
　まずはその「入り口」の部分をいろいろ変えていかなくちゃいけな
いとか、組織全体の最適化を図っていかなくちゃいけないとか、そ
ういった課題っていうのはやっぱりあるかなと思っています。

——「入り口」というのはやっぱりO−40に向けてのことでしょうか？
手計　シニアとしては、そういう部分の「入り口」も当然ありますけど、
O−50、O−60 など10歳刻みで全国大会があります。常に50 に
なったら、60 になったら、上の大会に「若手」として参加できるの
ですが、カテゴリーが違うとコミュニティが異なり、これまでと違う
選手の皆さんと触れ合うことになります。その「入り口」にちょっと
したハードルがあったりするのです。結構、このカテゴリーが替わる
タイミングでサッカーを離れる方も少なくないのです。「行きやすさ」
というか、なんというか。そういう部分を改善したいなと思っていま
す。
——継続していただきたいですからね。小高さん、いかがでしょうか。
小高　樫村さんは、O−40 から改革を始められました。そこから
O −50 に行き、今後 O−60、O−70 へとつなげていく予定でした。
私たちとしては、その流れをつなげていく必要性があると思ってい
ます。ですから、「継続」ですね。
　さらに、これから増加が見込まれる「シニア女子」。そして様々な
天候への対応。これは試合会場、施設の問題になります。
　要は「継続」を大切にしながら、これから直面するだろう課題に
どう対応していくかが重要です。「継続」だけですと、どうしても保
守的になってしまいます。

課題は「女子」「施設」
——小高さん、シニアの「女子」の現状はいかがですか。また今後ど
のようになると予測されていますか。
小高　現在、女性選手はまだ少なく、男子の中でプレーしているの
はお二人ほどです。ただ「やりたい」という声が聞こえてくるように
なりました。実際問題としては、女子だけのシニアチームはありませ
んが、男子と一緒にやっていく方法を考えていきたいと思っていま
す。どうしたら、男性も女性も楽しくサッカーができるのかを考えな
ければならない局面が来るということです。そのためには、「入り口」
を広げていく必要がありますね。
　そして、暑熱対策です。ご存知の通り毎年暑くなってきていますし、
一昨年は残念ながらシニアリーグで事故も発生しました。この教訓
を忘れてはいけません。JFA からの通達で、全カテゴリーで 7 月、
8 月の活動は、原則中止になりました（公式戦は中止。今年度のみ、
国スポの関東ブロック大会は開催）。となると、試合会場の確保が
難しいですね。どのカテゴリーも厳しい日程の中で試合をしていく
ことになります。さらには、J リーグが秋春制に移行することで、我々
への影響が出てくると思われます。そういう変化に敏感になりなが
ら、「今できること」を見極めて進めていく姿勢が求められます。
——そういう意味では、全カテゴリーが種別を超えて協力し合ってい
く必要性がありますね。そういう場面でシニアの皆さんの見地が必
要になってくるのではないでしょうか。期待しています。

手計　実際のところ、若い人たちのサッカ
ーを見た子どもたちが「やりたい」というだ
けではなく、自分の父親がやっているサッ
カー、我々が楽しんでいるサッカーを見て「や
りたい」と思ってくれています。だから、我々
のサッカーは子どもたちにとっての「入り口」
の一つだと思うのです。だからこそ楽しくサ
ッカーをしているというのは、我々の使命
でもあるのかと考えています。
　また、この 7 月と 8 月にサッカーができ
ないという状況を、逆手に取れないかとい
う議論もしています。そんなことを考えるの
もシニアならではかなと。
——アイデア、工夫はもちろんですが、逆手
ですか。楽しみにしています。
　さて、そろそろ最後にさせていただきた

6 ●

小高欣一氏

JFA 第24回全日本 O−５０サッカー大会関東地区予選会
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いと思います。ぜひシニアサッカーの輪を広げるためにも興味を持っ
ている皆さん、さらには今楽しんでいる皆さんに対して、メッセージ
をいただけますでしょうか。
手計　考えてみたら、一つの種目でいろいろな年代を渡り歩くスポ
ーツって、サッカーくらいしかないと思います。それでいて、世界中
の皆さんが一生懸命楽しんでいらっしゃって今があります。現時点
では、いろいろな種別からあることから「壁」があるのですが、その
うちその壁も一つ無くなり、二つ無くなりとしていくのだと思ってい
ます。その「壁」が無くなったときに、昔のことにこだわることなく、
柔軟に対応していきたいと考えています。
　40 歳を過ぎてからでも、上手くなったと思っていますし、そうい
うことを楽しみながら皆さんと一緒にプレーしていきたいと思ってい
ます。まぁ、走れなくはなっていますが（苦笑）。
　連盟の役員をしながらも、日頃は対戦相手だったりする仲間もい
ます。一緒に飲む機会があるというのもシニアならではの楽しさで
はないでしょうか。普通に仕事だけをしている人には、そういう機会
はなかなかありません。それにこの年齢になってまで、登録料を払
って「全国大会に行くぞ」なんて言いながら一生懸命にボールを追
いかけるなんて人たちも珍しいかもしれません。
小高　それに年齢を重ねていくと、どうしても孤独になりがちです。
付き合いも減りますし。でも、サッカーを続けていると、逆に友人
が増えていくのですね。

シニアは穏やかな世界
手計　そうなんですよ。
小高　なんか不思議だなと。でも、それがサッカーの魅力でもあり
ます。

　自分が所属するチームでも、サッカーをするのも楽しみだけども、
仲間内の集まりも楽しいから辞めないっていう人がいます。それで
毎週、会っていますから。
手計　試合が終わった後、そのまま飲みに行ったら相手チームの選
手とバッタリ会うとかもあります。
小高　試合中にいがみあっていても、終わったら一緒に飲んでいる
のですよ。いいなぁと思いますね。
手計　シニアは、すごい穏やかな世界が待っています。
　とはいえ、課題があります。シニアならでは、かもしれません。
年齢を重ねていくと免許を返納したりして、駅から試合会場が遠い
と自力で行けなくなるという話を聞きます。機動力が奪われてしま
うと、サッカーから遠ざかってしまうことになるんですよ。そういう
試合環境を確保するのが悩みですね。
——年齢と共にライフスタイルも変化することを考えると、ある意味、
世の中の流れにも敏感になってしまいますね。仲間の皆さんに、ど
のようにサッカーを楽しみ続けてもらうのかは課題であり、その解
決が目標だと思います。大変でしょうが、よろしくお願いします。
　しかし、シニアの皆さんが元気だと、日本もまだまだ大丈夫とい
う気持ちになりますね。これからも楽しみにしています。ありがとう
ございました。

● 7

JFA 第19 回全日本 O− 7０サッカー大会 埼玉シニア 7０

JFA 第19回全日本 O−70サッカー大会
5月23日〜25日　藤枝総合運動公園サッカー場他
●1次ラウンド・グループ F
 埼玉シニア 70 2−0 FC70 室蘭
 広島県シニア 70 合同チーム 1−0 埼玉シニア 70
 愛知県選抜 O −70 0−3 埼玉シニア 70
※埼玉シニア70はグループ2位。優勝は広島県シニア 70 合同チーム

　全日本 O−70 サッカー大会は、全国より12 チームが参加、4
チームでの予選リーグ 1 位と予選リーグ 2 位で最上位チーム1チー
ムが決勝トーナメントに進み、準決勝、決勝を行なう大会となって
います。
　関東地区第 2 代表として出場する埼玉シニア 70 は予選グループ
F となり、FC70 室蘭、広島県シニア 70、愛知県選抜 70 との対
戦となりました。
　23 日、FC70 室蘭に 2−0 で快勝し、広島県シニア 70 との対
戦でしたが、前半、広島が前からプレスを仕掛けられ、ショートカウ
ンターより1 点を先制されます。その後、埼玉は反撃に出るもゴー

ルを決めきれず、敗戦、1 勝 1 敗で初日を終えます。
　24 日、予選リーグ 2 位以上を狙うには 3 点以上が必要となった
愛知県選抜との対戦は、前半 0−0 で終えますが、後半 3−0 で勝
利し、他会場の結果を待ちます。しかし、グループ G の秋田シニア
サッカークラブが 5−0 で大勝し、得失点差で埼玉県を１点上回り、
惜しくも埼玉県シニアの予選リーグ敗退が決まりました。
　決勝トーナメントでは、広島県が準決勝で東京代表 CERO に 1−
0、決勝でも兵庫県シニア 70 選抜に 1−0 で勝利し、優勝となり
ました。
　大会全体の印象として、年々選手の能力が上がっていますが、決
勝戦まで 5 試合、1日 2 試合を 2 回戦う事や決勝トーナメントが
15 分ハーフから 20 分ハーフに変更された事より、選手の消耗度が
激しく、控え選手の充実、選手のマネージメントが難しいと感じま
した。
　また、1 部のチームではトレーナーを帯同させ、選手の体のケア
を行っているチームもあり、チーム体制の検討も必要かと思いました。

（埼玉県シニアサッカー連盟副会長 兼 事務局長 手計達也）
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　フェアプレー・規律委員会では全登録チームの「クラブ・ウェルフ
ェアオフィサー」を配置することを目指しています。昨年度よりは
JFA 及び SFA への「暴言・暴力」などのハラスメントの相談・通報
は減少したものの、依然あるのは事実です。皆さんの努力で、埼玉
県のサッカー環境がよりよいものにしていただきたいと思います。
ぜひ、クラブ・ウェルフェアオフィサー講習会の受講をお願いいたし
ます。今号より、取得者の皆さんの氏名・チーム名を掲載させてい
ただき、理解の輪を広げていきたいと考えています。
　なお、講習会開催に関しては、各カテゴリーの担当者にお尋ねく
ださい。
※クラブ・ウェルフェアオフィサーとは……	所属クラブにおいてリス
ペクト・フェアプレーを推進するリーダー

2025年クラブ・ウェルフェアオフィサー取得者一覧
※ 5/10 現在、395 名取得

蒼井 康利、上田 純一、荻野 和博、黒岡 葉介、鈴木 将貴、鈴木 将行、
中村 富次、宮路 英樹、山口 蒼樹、横田 陽介（以上、川越ファースト）、
武田 和志、手塚 輝美、三田 雅樹、吉田 宗之（以上、イーグルファ
イター）、松崎 智也（川越ライオンズ）、阿部 拓也、新井 陽太、渡辺 
俊之（以上、川越スパークス）、佐野 元次、永島 義明（以上、川越バ
ッハロー）秋元 政治、嶋 弘光（以上、高階イレブンス）、池田 幹夫、
中泉 勉（以上、川越ストロングス）、坂本 勇次（川越ヤンガース）、大
門 剛、佐久間 徹、田口 一治、湯本 峻（以上、霞ヶ関少年サッカーク
ラブ）、渡辺 政勝（NU 広谷サッカークラブ）、馬場 健行（FC 古谷サ
ッカー）、有馬 信一、宮川 真（以上、川鶴 FC）、福島 真人（川越笠
幡 FC）、鈴木 柊也、引地 晃康（以上、川越福原 SC U-12）、関根 亨、
野村 努（以上、川越吉野サッカークラブ）、小暮 健太（川越岡田サッ
カー）、大浦 雅人、矢口 陽介（以上、ダイナモ川越 FC）、中楯 大勝

（FC 鶴ヶ島）、尾崎 庄一（長鶴サッカー）、土屋 仁志、山田 元貴（以
上、鶴ヶ島サザンキッカーズ）、上條 恭嗣（鶴ヶ島ブルーウィングス）、
新井 雅樹、石井 学、小平 健二、小林 秀樹（以上、FC PARCEIRO 
Jr.）、斎藤 龍平（JFC 三芳）、春日 一夫（勝呂 FC）、佐々木 拓紀（北
坂戸サッカークラブ）、新井 博行（坂戸 FC）、宮田 靖久（FC 片柳）、
田邉 哲太（にっさい FC）、斉藤 正身（カムイジュニア千代田）、国田 
正輝（金山 FC）、上野 功（城山サッカー）、久保田 祐太（大井少年サ
ッカークラブ）、花形 浩司（旭サッカー）、武田 尊（FC 上福岡サンダ
ース）、岩松 恭祐（ふじみ野チャンプ）、小林 弘幸、鈴木 幸宏（以上、
みずほ台ジュニアサッカークラブ）、田邉 潤（サイタマジュニアフォル
テシモ FC）、篠塚 文吉（NKFC）、佐々木 康人（若狭サッカー）、山
本 元（三ケ島 FC）、大島 健一郎（若松キッカーズ）、増田 塁（西富
サッカークラブ）、石部 良紀（宮前サッカークラブ）、秋松 一浩（所沢
サッカークラブジュニア）、直木 啓司（清進サッカークラブ）、五十嵐 拓、
大舘 純一（以上、小手指サッカー）、飯野 大輔（山口サントス）、中
村 亮太（美原サッカークラブ）、大山 浩、福島 広吉（以上、柳瀬レッ
ドローズジュニア）、笹沼 隆一（柏原ジャガーズ）、新井 勇介（狭山ア
ゼィリア FC）、杉田 憲司、高來 聖一郎、松本 隆雄（以上、狭山台キ
ッカーズ）、本多 直人（チャレンジサッカークラブ）、菅原 宏司（富士
見 FC）、早川 武（レアル狭山 FC）、小倉 啓二（FC アスルアーザ狭山）、
中村 力（仏子ブラックス）、千鹿野 信久（西武ウィングスサッカークラ
ブ）、早川 翔平、山中 祥平（以上、藤沢 FC）、神保 英正、竹内 和弘

（以上、ムサシ FC ジュニア）、加藤 亮仁（加治フォルテス）、山崎 太
志（飯能ブルーダージュニア）、中垣 隆雄（飯能ジュニア）、立山 勝憲、
田中 法男、西山 崇（以上、美杉台トゥギャザー）、高橋 宏徳（東松山
北サッカー）、井澤 剛、川口 智也（以上、FC アルベスタ小川）、関口 
久栄、三谷 俊夫（以上、FC なめがわ）、武部 亮、中山 泰治（以上、

吉見 SMC）、岩﨑 充明（吉見 T フレッサ FC）、中島 龍一、望月 清（川
以上、島サッカー）、三枝 忠夫（亀井サッカー）、山崎 芳和（JFC と
きがわ）、宮岡 秀幸（ESTⅡ）、山田 恭弘（FORTE 向陽）、前田 育伸

（MM サントス FC）、吉崎 隆志、池田 一寿、中山 晃大（以上、山
口サントス）、三石 第一、細谷 雅俊（以上、IRUMA CITY Football 
Club）、富所 政明、橘田 光司（以上、プレジールスポーツクラブ）、
小河原 恵太、島 雅浩、山田 健司（以上、プレジールスポーツクラブ
ジュニア）、池谷 英樹、三木 康行、加藤 憲司、清水 智之、滝 智広、
瀧澤 知輝、北條 史起、髙山 公男（以上、金子 FC ジュニア）、雙木 
和彦、河野 和幸、吉野 真人、小泉 聡、上田 一文、新藤 研一郎、西
澤 直仁、奈良 大輔、飯国 治（以上、扇 FC）、崎村 哲也、山田 充、
山田 里子、小山 瑛理、新谷 綾太、早田 法子、田中 明美、落海 績月

（以上、藤沢 FC）、内藤 正人、眞下 雄介（以上、藤沢東サッカース
ポーツ少年団）、稲橋 太良、石田 隆史（以上、藤沢南サッカークラブ）、
山崎 和彦、山本 正和、小松 辰也、田村 直之（以上、入間・高倉イ
レブンサッカースポーツ少年団）、阿部 聰、吉田 幸平、牛川 仁、古谷 
瑞樹、八重樫 夏輝、本橋 正幸（以上、入間少年少女サッカークラブ）
亀井 武人（仏子ブラックス）、荻野 勝弘（ムサシフットボールクラブジ
ュニア）、岡内 勉（金子 FC ジュニア）、坂井 毅（入間・高倉イレブン
サッカースポーツ少年団）、板坂 信也（入間ジュニアサッカースクール）、
阿部 篤（入間少年少女サッカークラブ）、町田　隆治（浦和別所サッ
カースポーツ少年団）、清水　馨（熊谷南フットボールクラブ）、池田　
孝志（鴻巣ＭＪキッカーズＦＣ）、山﨑　芳和（JFC ときがわ）、上田　
太司（上沖サッカークラブ）、井部　衞（FC 古谷サッカー少年団）、久
野 幹也（ふじみ野高校）、小林 龍之介（越生高校）、割田 芳輝（朝霞
西高校）、加藤 清志（所沢北高校）、大西 浩人（坂戸西高校）、佐藤 
俊祐（所沢高校）、小貫 拓也（朝霞高校）、河津 祐介（新座総合技術
高校）、菊地 良輔（和光国際高校）、新井直昭（狭山工業高校）、吉田 
誠（坂戸西高校）、山手 優（日高高校）、山中 智之（慶應義塾志木高
校）、小松 義徳（山村学園高校）、相馬 貴彦（川越高校）、須釡 洋勝（東
野高校）、前田 和伸（立教新座高校）、甲能 光（新座高校）、鈴木 優
斗（川越工業高校）、久津間 岳文（川越南高校）、三浦 孝太（所沢西
高校）、川ノ上 敢太（和光高校）、諸井 雄一（所沢中央高校）、大野 
一平（川越西高校）、小林 昂生（埼玉平成高校）、浅見 和紀（豊岡高
校）、関根 雄太（西武台高校）、大久保 亮祐（坂戸高校）、荻野 祥太
朗（富士見高校）、本間 春輝（西武学園文理高校）、深谷 純一（秀明
高校）、吉田 圭吾（朝霞西高校）、玉置 和実（飯能高校）、小川 駿（川
越初雁高校）、中曽根 健（所沢商業高校）、堀越 亮輔（山村国際）、
髙橋 直人（所沢中央高校）、大野 浩輝（狭山清陵高校）、住田 慎治（山
村学園高校）、松村 健（入間向陽高校）、浅見 聡（志木高校）、山本 
昌輝（ 聖望学園）、勅使河原 圭佑（星野高校）、丸田 遥介（城北埼玉
高校）、桑原 大輔（越ヶ谷高校）、柳田 一貴（春日部高校）、野口 達生

（越谷総合技術高校）、田島 邦人（草加南高校）、長濱 瑠来（幸手桜
高校）、福島 道夫（杉戸高校）、永島 真理（不動岡高校）、大塚 光士
郎（白岡高校）、佐藤 勇人（蓮田松韻高校）、野木 悟志（庄和高校）、
澤岡 伸英（越谷南高校）、島田 景（越谷北高校）、佐藤 弘汰朗（羽
生第一高校）、山川 巧（宮代高校）、中嶋 悠（草加東高校）、高須 健
一（久喜北陽高校）川北 康博（越谷西高校）、市原 雄心（叡明高校）、
武藤 侑介（宮代高校）、曽我部 農生（獨協埼玉高校）、川北 雅人（栗
橋北彩高校）、櫻井 洸太（草加西高校）、金子 英希（久喜北陽高校）、
中島 雄平（羽生実業高校）、中島 康（寄居城北高校）、本田 祐樹（春
日部東高校）、大城 周（不動岡高校）、大森 健司（草加高校）、川田 
瑠偉（鷲宮高校）、髙橋 啓斗（松伏高校）、廣瀬 匠（開智未来高校）、
松岡 孔亮（三郷北高校）、武内 聖真（越谷北高校）、鈴木 豊（さい
たま市立浦和南高校）、金子 彰（岩槻高校）、工藤 陽（さいたま市立

フェアプレー・規律委員会より
登録チームすべてに「クラブ・ウェルフェアオフィサー」配置を目指して



No.124 2025.6.16 ●Wonderful Saitama

● 9

大宮北高校）、酒井 宏治（国際学院高校）、齋藤 優気（さいたま市立
大宮国際中等教育学校）、北 一行（蕨高校）、翠川 潤（伊奈学園総
合高校）、渡邉 匠（開智中高）、山口 真奈（浦和工業高校）、森田 克
也（大宮東高校）、小瀧 裕太（浦和実業学園高校）、笹川 亮（いずみ
高校）、山田 純輝（川口市立高校）、横田 遼一郎（上尾鷹の台高校）、
高澤 尋斗（鳩ヶ谷高校）、安元 利充（大宮高校）、二見 元（上尾南高
校）、水上 和寿（大宮武蔵野高校）、古市 元喜（武南高校）、宮﨑 雅
之（川口工業高校）、滝口 陽介（川口北高校）、山崎 大成（岩槻商業
高校）、梶原 雄太（与野高校）、宮下 雄全（川口高校）、細田 裕章（川
口青陵高校）、本田 哲也（浦和高校）、山田 学（川口東高校）、木戸 
洋平（大宮工業高校）、木村 哲郎（上尾鷹の台高校）、古平 智彦（伊
奈学園総合高校）、武井 一真（川口北高校）、後藤 崇宏（上尾鷹の台
高校）、杉本 力丸（秀明英光高校）、横山 晃一（南稜高校）、谷内 謙
介（浦和北高校）、佐藤 良輔（大宮工業高校）、松本 大輔（青山学院
大学系属浦和ルーテル学院高校）、三井 雄太（浦和北高校）、星野 仁

（さいたま市立浦和高校）、滝井 友和（埼玉栄高校）、平尾 信之（浦
和東高校）、小林 学（岩槻北陵高校）、大谷 貴哉（栄北高校）、多田 
鉄平（浦和西高校）、平野 智史（大宮光陵高校）、荒田 啓嗣（熊谷高
校）、渡邉 由佳（熊谷西高校）、湯浅 純一（深谷第一高校）、掛川 勇
二（東京農業大学第三高校）、長島 拓也（熊谷農業高校）、守田 亮（小
川高校）、工藤 淳平（桶川高校）、柳瀬 裕貴（進修館高校）、水野 敬
介（熊谷商業高校）、柳澤 勝（深谷商業高校）、清水 英（小川高校）、
吉田 裕亮（松山高校）、増田 龍之（深谷高校）、玉置 愛斗（熊谷工
業高校）、大塚 隼人（寄居城北高校）、石井 博（松山高校）、千葉 典
昭（秩父農工科学高校）、石田 寛季（北本高校）、髙木 悠貴（鴻巣高
校）、高橋 克幸（秩父高校）、田村 範秀（本庄東高校）、髙橋 智（児
玉高校）、為谷 洋介（東京成徳深谷高校）、菊池 政博（滑川総合高校）、
田渕 常夫（深谷第一高校）、篠田 洋之（早稲田大学本庄高等学院）、
小川　登（Ⅱ・TOP シニア）、宮岡 秀幸（ESTⅡ）、大塚 隼人（FC.
wave）、山田 恭弘（FORTE 向陽）、小池　昇（ユーシーズ）、宮本 
健一、金井 洋太（以上、安松 FC）、石部 良紀、大串 善一（以上、
宮前 SC）、佐藤純一、熊川卓美、山崎雅也、蛭子　誠（以上、荒幡
ビガーズ）、橋本 拓歩、濱野　涼太、山本　元、星野 和宏、岡山 真也（以
上、三ヶ島 FC）、池ノ谷雅博、玉木 徳和、山口　暁（以上、山口サン
トス）、水流 周一（若狭サッカー）、大島 健一郎、森田 春一、近藤　
忍（以上、若松キッカーズ）、斉藤 洋一（所沢 SC）、坂本 英樹、中
村晃士、植木　明、秋松 一浩、新貝 裕明、清水 紘司、高橋敬三（以
上、所沢 SCJ）、増田俊雄（所沢ジュニアユース）、柳原雅也、佐藤
慎也、竹林尚人（以上、所沢ファルゴランテ Jr.）、秋山　瞳、大島要
一（以上、所沢市役所サッカー部）、白石 和清（所沢市立北野中学校）、

神谷弘幸（所沢蹴球団）、藤井本晃、西脇 直輝（以上、小手指サッカー）、
浅後仁司、佐野 修一（以上、上新井サッカー）、高橋 洋一、山田 康
貴、伊藤 誉晃、新井経世、藤澤 裕昭（以上、清進 SC）、増田　塁（西
富 SC）、井出博之、木内 正広、宮　健二（以上、南ファイターズ）、
土肥　守、行田拓史（以上、美原 SC）、坂野 敏晴、細渕 利唯（以
上、富岡 SC）、小川　豪（武蔵野イレブン）、太田 弘明（並木ロビン
ズ）、平山弘樹、鈴木邦男、加藤 淑人（以上、北秋津すばる FC）、浅
田 隆行（北野 SC）、吉田　浩（柳瀬レッドローズ Jr）、引地 功一（FC
コリオーラ）、土屋 仁志（鶴ヶ島サザンキッカーズ）、那須天翔（zoo 
sports club）、服部　豪（tierra）、荒居 武志（アジルコア FC）

2025年ウェルフェアオフィサージェネラル認定者一覧
【1 種】植松孝博（SFA 理事）、竹沢 茂（1 種委員長・技術委員）、
佐藤正二、小椋 誠、小島隆宏、大塚信孝、山内昭生、小林靖弘、吹
田 敦、中村 雅　

【2 種】木村康弘（審判委員）、大久保亮祐、武田直樹（技術委員）、
金子英希、掛川勇二、小林 学、鈴木 豊（県高体連委員長）、二見 元（SFA
理事・2 種委員長）、大野恭平、池田一義（SFA 理事・フェアプレー
規律委員長）、大河原章仁、田村範秀、荻野清明（技術委員）、上條 岳

（SFA 副会長・総務委員長）、田中龍太郎（SFA 理事・技術委員長）、
島田 景　

【3 種】谷地田昌史（SFA 理事・県中体連委員長）、鈴木 勇（県クラ
ブユース連盟会長）、都所亮介（3 種委員長）、鳥井朋紀（県クラブユ
ース連盟理事長）、山﨑 勉（技術委員）、山口昭二　

【4 種】大山武士（SFA 理事・4 種委員長・県 U-12 連盟会長）、石
川靖彦、八島文徳、冨川 徹、野津育朗、髙橋哲男、冨澤勝広、宮川 真、
金井友義（技術委員）、市川貴史、上田太司、茂木克彦、櫻井 均　

【フットサル】宮﨑剛雄（県フットサル連盟会長）、早川祐司（SFA 理事・
フットサル委員長・県フットサル連盟理事長）、茂田友和　

【シニア】手計達也（県シニア連盟理事長）、駒﨑昌利、桑原一郎、江
川知範、小高欣一、豊島伸江　

【女子】長谷川暁雄（技術委員）、堀 達也（技術委員）、渡辺典子（SFA
副会長・女子委員長・県女子連盟理事長）、江口 洋、小椋 大、佐藤ゆ
み、小穴康朋　

【専門委員会関係】高橋恭介（フェアプレー規律委員）、荒川裕治（技
術委員）田中 忍、中村 太（審判委員）

【SFA 事務局】柏 悦郎、齋藤 毅、小澤 颯

日本スポーツマスターズ 2025 サッカー競技 埼玉県予選会
1月5日　SFAフットボールセンター
 ACアルマレッザ入間lazo 0−0 与野蹴魂会
  3PK4
※与野蹴魂会が埼玉県代表として関東大会に出場

２０２4年度埼玉県市町村対抗戦兼県民総合スポーツ大会
２月２日〜３月９日　熊谷スポーツ文化公園東多目的広場他

※優勝は東松山市

寄居町
坂戸市

ふじみ野市
戸田市
飯能市
上尾市
熊谷市
三郷市
鴻巣市

さいたま市
東松山市

羽生市
越谷市
秩父市
所沢市
狭山市
春日部市
川口市
草加市
越生町
久喜市

12

2

2
4

1

0

9

3

0

1

5

3

2

0

0

0

4

5

0

3

3

2

1

2

1

5

0

3

1

0

0

0

0

0

2

1

0

1

2

3
5
PK

東松山市

2
4
PK

10
9
PK

2
4
PK

5
4
PK

大会記録●県内大会
社会人
第１６回埼玉県社会人サッカートーナメント会長杯 兼
第３０回彩の国カップ予選
1月12日〜2月16日　SFAフットボールセンター

※優勝はアヴェントゥーラ川口。4 月27日の彩の国カップに出場

東京国際大学FC
トゥクヌー草加

ACアルマレッザ入間
RSF

さいたまSC
草加FC

FC  3DEP
TIU

アヴェントゥーラ川口
川口FC
与野蹴魂会
大成シティFC坂戸
FCカラスト埼玉南西
武南FC
KOUNOSU CITY FC
COEDO KAWAGOE F.C

アヴェントゥーラ
川口
10

3

0

1

0

4

0

0

4

4

1

2

1

2

0

4

0

3

0

2

4

4

0

0

2

3

1

0

1
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２種・高体連
令和６年度県民総合スポーツ大会兼埼玉県高校サッカー新人大会

※優勝は西武台

令和７年度関東高等学校サッカー大会 埼玉県予選
4月1９日〜4月29日　浦和駒場スタジアム他

※優勝した東京成徳深谷と準優勝の武南は関東大会に出場

３種
第２７回埼玉県ユース（U−13）サッカー選手権大会県大会
2 月 2 日〜 3 月 1 日　埼玉スタジアム第 3 グラウンド他

※優勝は FC LAVIDA

優勝　成徳深谷

決勝　西武台 vs 武南

決勝　成徳深谷 vs 武南

正智深谷
浦和南

成徳深谷
昌平

埼玉平成
越谷西
狭山ヶ丘
西武台

聖望学園
叡明
大宮南
武南
浦和東
武蔵越生
本庄第一
浦和学院

西武台
15

2

0

1

4

3

0

1

5

0

1

1

2

0

1
1

1
4

0

0

10

1

0

0

6

0

2

4

1

5
4
PK

武南
埼玉栄

正智深谷
川口市立
聖望学園
浦和東

細田学園
浦和学院

浦和南
市立浦和
本庄第一
埼玉平成
成徳深谷
狭山ヶ丘
西武文理
武蔵越生

成徳深谷
42

1

3

7

2

2

0

2

3

2

1
0

0

7

3

0

1

1

0

0

1

3

2

2

1

1

0

2

0
6
5
PK

FC
LAVIDA
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5

0

0

6

13

0

7

1

7

0

5

0

0

0
4

0

5

0

4

0

1

1

7

0

0

2

3

0

2

5
3
PK

4
3
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1

クマガヤサッカースポーツクラブ
三郷市立北中学校・早稲田中学校合同
FC LAVIDA
聖望学園中学校
フットボールクラブ深谷
上里町立上里中学校・上里北中学校合同
FOOTBALL CLUB CORUJA
東松山市立東中学校

坂戸ディプロマッツ
さいたま市立南浦和中学校
プレジールスポーツクラブ
さいたま市立尾間木中学校
Jrユースサッカークラブ与野
越谷市立千間台中学校
FORTEフットボールクラブ
さいたま市立原山中学校

優勝　西武台

優勝　浦和レッドダイヤモンズジュニア

4種
第１９回埼玉県第４種新人戦中央大会
１月２６日、２月９日　埼玉スタジアム第 2 グラウンド

※優勝は浦和レッズジュニア

浦和レッズ
24

2

1

0

1

2

0

2

10

2

0

1

0

0

4

4

0

1

4
1

1

0

3

3

1

0

6

1

2
12
11
PK

FC arco iris m
江南南サッカー少年団
カムイジュニア千代田
新座片山フットボールクラブ少年団
SUGITO UNITED FOOTBALL CLUB
新田フットボールクラブ
ヴィオレータフットボールクラブ
プライドFC

FCリアル
FC川越水上公園

レジスタFC
勝瀬ふじみ野サッカークラブ
成田フリーダムFC

浦和レッドダイヤモンズジュニア
FCアビリスタ

上尾朝日FCスポーツ少年団

10 ●
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2024第１２回埼玉県女子ユース（U−14）サッカー新人戦大会

※優勝は浦和レッズレディースジュニアユース
    

決勝　浦和レッドダイヤモンズジュニア vs 新座片山フットボールクラブ少年団

 順位 チーム 勝点 勝 分 負

 1 浦和 13 4 1 0

 2 ちふれ 11 3 2 0

 3 白岡U－14 10 3 1 1

 4 大宮 6 2 0 3

 5 白岡＋ 3 1 0 4

 6 GRAMADO 0 0 0 5

女子
令和 6 年度埼玉県高校女子サッカー新人大会
1月12日〜2月16日　埼玉スタジアム第3グラウンド他

※優勝は昌平高校（2年連続2度目）　　

昌平
浦和一女
浦和西

本庄第一
秋草学園
松山女子

久喜
埼玉栄

南稜
和光国際
淑徳与野
浦和実業
花咲徳栄
大宮開成
山村学園
川口市立

昌平
05

1

4

01

1

0

6

0

0

5

15

0

1

5

5

0

0

6

1

0

0

17

3

0

0

1

3

0

0

1

決勝　昌平 vs 川口市立

優勝　昌平

● 11

大会記録●県外大会
１種
日本スポーツマスターズ 2025 サッカー競技 関東予選会
2月15日、16日　栃木県宇都宮市グリーンスタジアム
1回戦 与野蹴魂会 1−0 VONDS市原
代表決定戦 与野蹴魂会 1−0 エリース東京 O35
※関東代表として与野蹴魂会と神奈川県選抜、エリース東京 O35 が 9
月の本大会に出場する

第５８回全国自衛隊サッカー大会
４月13日〜20日　味の素フィールド西が丘他
●予選リーグ
Cブロック
空自 航空自衛隊入間基地サッカー部 1−2 陸自 FSB富士教導団サッカー部
 空自 航空自衛隊入間基地サッカー部 2−0 空自 ついきFC（福岡県）
※空自 航空自衛隊入間基地サッカー部はブロック2位
Eブロック
 空自 FC3DEP 2−1 空自 FCピースカム（愛知県）
 空自 FC3DEP 5−0 陸自 FC.ALEJI（広島県）
※空自　FC3DEPはブロック1位
●決勝ラウンド
準々決勝 空自 FC3DEP 5−0 空自 新田原基地サッカー部（宮崎県）
準決勝 空自 FC3DEP 2−1 海自 海自下総
決勝 海自 厚木マーカス 5−0 空自 FC3DEP
※優勝は海自 厚木マーカス

4種
第１回関東選抜U−１２ガールズサッカー大会
2月22日、23日　コーエィ前橋フットボールセンター
●予選リーグ
B組 埼玉ジェミニ 0−0 群馬選抜 AKAGI 
 埼玉ジェミニ 4−0 秋田県TC U12
 埼玉ジェミニ 2−0 東京都選抜 YURI
※埼玉ジェミニはグループ１位
C組 埼玉アリエス 2−1 東京都選抜 HIMAWARI 
 埼玉アリエス 3−0 神奈川TC リアン
 埼玉アリエス ７−0 岩手県TC U12
※埼玉アリエスはグループ１位
D組 埼玉リブラ １−０ 千葉県トレセン・ネイビー 
 埼玉リブラ 1−4 東京都選抜 SAKURA
 埼玉リブラ 2−1 福島県TC U12
※埼玉リブラはグループ2位
●決勝リーグ
2組 埼玉ジェミニ ０−3 埼玉リブラ 
 埼玉ジェミニ 0−0 神奈川TC ラソ
 埼玉リブラ ０−3 神奈川TC ラソ
※埼玉リブラはグループ2位、埼玉ジェミニは3位
３組 埼玉アリエス 2−0 東京都選抜 YURI  
 埼玉アリエス 4−0 宮城県TC U12
※埼玉アリエスはグループ１位
●決勝トーナメント
1位〜4位トーナメント
1回戦 埼玉アリエス 0−2 東京都選抜SAKURA
3位決定戦 神奈川TC ラソ 0−2 埼玉アリエス
※優勝は東京都選抜 SAKURA
5位〜8位トーナメント
1回戦 東京都選抜SUMIRE 3−0 埼玉リブラ
7位決定戦 埼玉リブラ 0−1 東京都選抜YURI
9位〜12位トーナメント
1回戦 東京都選抜HIMAWARI 3−1 埼玉ジェミニ
11位決定戦 埼玉ジェミニ 1−1 宮城県TC U12
  0PK2
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第３５回関東選抜 U-12 サッカー大会
3月1日、2日　コーエィ前橋フットボールセンター
●予選リーグ
B組 埼玉県選抜 6−2 茨城県ホワイト
 埼玉県選抜 2−0 岩手県TC U-12
 埼玉県選抜 3−1 山形県TC U-12
※埼玉県選抜はグループ１位
E組 埼玉県TC 3−1 山梨県グレープ
 埼玉県TC 1−2 長野県TC U-12
 埼玉県TC ４−1 秋田県TC U-12
※埼玉県TCはグループ１位
●決勝リーグ
１組 埼玉県TC 0−6 東京都パープル
 埼玉県TC 1−3 千葉県グリーン
※埼玉県選抜はグループ３位
２組 埼玉県選抜 １−１ 東京都ホワイト
 埼玉県選抜 ５−1 新潟県TC U-12
※埼玉県選抜はグループ１位
●決勝トーナメント
1位〜4位トーナメント
1回戦 東京都パープル 2−2 埼玉県選抜
  3PK1
3位決定戦 埼玉県選抜 4−4 茨城県ブルー
  5PK4
※優勝は神奈川 Sky
9位〜12位トーナメント
1回戦 埼玉県TC 3−2 新潟県TC U-12
9位決定戦 埼玉県TC 0−1 山梨県グレープ

2025JA 全農杯全国小学生選抜サッカー IN 関東
3月15日、16日　佐野市運動公園
●予選リーグ
Aブロック	  FC COLORZ    0−1 新座片山FC少年団
 新座片山FC少年団 0−2 ファナティコス
 新座片山FC少年団 0−4 中野島フットボールクラブ
※新座片山FC少年団はグループ3位
Cブロック
 ともぞうサッカークラブ 3−2 浦和レッズジュニア
 浦和レッズジュニア 2−1 鹿島アントラーズJr
 ヴァンフォーレ甲府U-12 0−2 浦和レッズジュニア
※浦和レッズジュニアはグループ2位
●決勝トーナメント
1回戦 バディーSC 0−0 浦和レッズジュニア
  3PK2
※優勝したバディーSC、準優勝のファナティコス、3位の柏レイソル
U-12は本大会に出場

女子
皇后杯 JFA 第４６回全日本女子サッカー選手権大会
11月17日〜1月25日　エディオンピースウイング広島他
1回戦 東京国際大学 1−1 AICJ高校（広島）
  5PK3
2回戦
 朝日インテック・ラブリッジ名古屋 3−0 東京国際大学
5回戦
 大宮アルディージャVENTUS 0−1 ヴィアマテラス宮崎
 AC長野パルセイロ・レディース 0−2 三菱重工浦和レッズレディース
 ちふれASエルフェン埼玉 2−3 INAC神戸レオネッサ
準々決勝
 ノジマステラ相模原 0−1 三菱重工浦和レッズレディース
準決勝
 三菱重工浦和レッズレディース 4−1 INAC神戸レオネッサ
決勝
アルビレックス新潟レディース 1−1 三菱重工浦和レッズレディース
  4PK5
※三菱重工浦和レッズレディースは三大会ぶり 2 度目の優勝

JFA U−15女子サッカーリーグ２０２４関東・2 部参入戦
1月11日〜19日　IFAフットボールセンター他
1回戦
 大宮アルディージャVENTUS U15 3−0 FCふじざくら山梨JE
参入決定戦
 シーマ高崎シティユナイテッド 0−5 大宮アルディージャVENTUS U15
※大宮アルディージャ VENTUS U15 と湘南ベルマーレ U-15 ガールズ
が関東 2 部に昇格

JFA 第３６回全日本O−30 女子サッカー大会
3月15日〜17日　時之栖スポーツセンター裾野グラウンド
●１次ラウンド・グループC
 FC楓昴Lifelong 0−2 FC EFFRONTE（岡山県）
 Legame（三重県） 2−1 FC楓昴Lifelong
 Aomori Happy Bamboo 0−0 FC楓昴Lifelong
※FC楓昴Lifelongはグループ3位
3位決勝トーナメント
 FC楓昴Lifelong 8−1  Feminino（宮城県）
 Arancio Giocare Fiore（高知県）  0−1 FC楓昴Lifelong
※ FC 楓昴 Lifelong は３位決勝トーナメントで優勝。全体の優勝は
Legame

JFA 第２４回全日本O−50 サッカー大会関東地区予選会
4月26日、27日　清瀬内山運動公園サッカー場
●予選リーグ・Bブロック
 ドリーム水戸シニアFC 0−3 クマガヤSSCシニアO-50
 クマガヤSSCシニアO-50 1−2 横浜シニア50
 クマガヤSSCシニアO-50 2−0 gor Moka 50FC
※クマガヤSSCシニアO-50はブロック2位
3位決定戦	 Lien Chiba 2−0 クマガヤSSCシニアO-50
※優勝は横浜シニア 50。クマガヤ SSC シニア O-50 を含む上位 4 チー
ムが本大会出場

フットサル
JFA 第３０回全日本フットサル選手権大会関東大会
1月4日〜26日　神奈川県立スポーツセンタースポーツアリーナ他
1回戦 スプリズ 3−3 ファイルフォックス八王子
  2PK3
※ペスカドーラ町田アスピランチ他 4 チームが本大会に出場

JFA 第１５回全日本U−15女子フットサル選手権大会
1月12、13日　日環アリーナ栃木
●1次ラウンド・グループA
 FCストーリー徳島メニーナ 1−3 アイナック白岡SCレディース
 アイナック白岡SCレディース 0−1 京都精華学園中学校
※アイナック白岡 SC レディースはグループ 2 位。優勝は京都精華学園
中学校

JFA 第２１回全日本女子フットサル選手権大会 関東大会
1月11日〜19日　東金アリーナ
1回戦 GANSHOUS FC CHIBA 0−1 Ambition
2回戦 さいたまSAICOLO 0−0 ARSVITA LADIES
  4PK3
 Ambition 1−4 アニージャ湘南
準々決勝 さいたまSAICOLO 1−1 タパジーダ世田谷
  3PK4
※優勝はフウガドールすみだレディース

第１１回自衛隊女子フットサル大会
4月19日、20日　自衛隊体育学校 三宅記念体育館
●予選リーグ・Bブロック
 Amley（空自/入間） 4−0 HAMAMATSU A.B（空自/浜松）  
 FC LIEN（空自/松島） 1−3 Amley（空自/入間）
 Amley（空自/入間） 1−0 Ptarmigan（空自/岐阜） 
 朝霞SULWAY（陸自/朝霞） 0−3 Amley（空自/入間）
 Amley（空自/入間） 2−0 FIVE PEACE（空自/新田原） 
※Amley（空自/入間）はブロック1位
準決勝
 FC rosa Kanoya（海自/鹿屋） 2−1 Amley（空自/入間）
3位決定戦
 朝霞SULWAY （陸自/朝霞） 2−0 Amley（空自/入間）
※優勝は FC rosa Kanoya（海自/鹿屋）


